
内線
～ 平成 28 年度

平成２５年度　実施計画・事務事業評価（事後評価）シート
実施計画
１　基本事項

部等名 教育部 課等名
事務事業名 読書活動日本一のまちづくり推進大会 事業期間 平成 24 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針 歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

施　　策 生涯学習の推進

細 施 策 生涯学習活動の充実

根拠法令・条例、関連計画等 出水市総合計画、出水市教育振興計画、出水市読書活動推進計画（第二次）

　予算細々目名 会計 款 項 目 細目
読書活動日本一のまちづくり推進大会 01 10 06 06 008

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）
　出水市は、平成１９年度から「読書活動日本一のまちづくり」を目指し、「第一次子ども読書活動推進計画」に
基づき、市をあげて読書活動の推進に取り組んできました。そして、平成２４年度からの５ケ年計画として「出水
市読書活動推進計画（第二次）」が策定され、家読２０分間運動の推進や毎月第三土曜日は「出水市民読書の日」
の制定を行い、読書の基礎作り、市民総ぐるみによる読書活動を推進し、「読書によるひとづくり　ふるさとづく
りのまち　出水市」の構築を図るための普及啓発活動の大きな取組として「読書活動日本一のまちづくり推進大
会」を開催するものです。

３　事務事業の概要

H24年度の事業概要
H25年度の

事業概要・計画
H26年度の事業計画 H27年度の事業計画

第６回読書活動日本一のま
ちづくり推進大会
①オープニング（読書の
歌）
②開会行事（表彰式）
③推進計画概要発表
④読み聞かせ実演
⑤記念講演（家読代表）
⑥パネル展示・移動図書館
車運行等

第７回読書活動日本一のま
ちづくり推進大会

第８回読書活動日本一のま
ちづくり推進大会（絵本ラ
イブ等）

第９回読書活動日本一のま
ちづくり推進大会

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

全市民
　大規模ホール等で、身近な読書活動の事例紹介や、地道な読書活動
を実践している団体・活発な活動を展開している学校の事例発表や講
演会を通して、読書活動の普及啓発を推進する。

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

　読書離れの傾向は言葉の力の衰退を招いており、将来が憂慮されている。そこで、市民の要求、社会的な動向に
十分配慮しながら、資料を収集・提供し、市民自らが「感動する心」を培い、「想像する力」を育み、「コミュニ
ケーション能力」を身に付けることを目指します。
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
24年度 25年度 26年度 27年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

活
動
指
標

① 大会開催数 回 1 1 1 1 28 1

②

成
果
指
標

① 大会参加人数 人 350 400 400 400 28 400

②
大会参加者アンケート結果
（満足度…大変参考になった）

％ 33 40 45 50 28 55

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

□ な　い 理由

影響力のある講師の記念講演の実施
■

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

■

あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

■ あ　る 理由

表彰を行う機会の喪失及び推進計画にある普及啓発活動の停滞。
□ な　い

□ な　い 理由

大会の実施内容を隔年で検討し、絵本ライブ等親子参加型の普及啓発活動の推進。
■ あ　る

な　い 理由

類似事業が見当たらない。
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

□ は　い 理由

本事業には該当しない。
□ いいえ

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

二次評価と同様に現行のまま継続とする。

大会は毎年開催するが、実施内容の検討や表彰は残し、絵本ライブ等親
子参加型の普及啓発事業と隔年おきの実施を検討する。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に現行のまま継続とする。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

　他の自治体では、「読書と感動を広げる研修会」「ふれあい読書フェスタ」「○○読書祭り」「図
書館まつり」など名称・規模等は差異があるが、普及・啓発活動の一環として取り組んでいる自治体
が多い。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）


